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巻頭言
「環境制御」岡山大学環境管理センター報に寄せて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山大学長高橋克明
　本年春，文部省大学設置審議会の仕事で長野県上諏訪に出張する機会を得ましたが，
昭和26年夏に同地を訪れて以来，まさに40年振りのことであります。周囲を山に囲まれ
た諏訪湖の周辺も，山容等は昔のままとはいえ，街は拡がり大きなホテル等が並び，ま
さに今昔の思いに浸りました。
　しかし何にもまして驚いたのは，諏訪湖の湖水の汚染の激しさであります。40年前は
確かに美しい青い色をたたえていた湖全体が，目の届くかぎり茶色に変わっておりまし
た。ホテルの若い従業員に聞くと，いつもこんな色ですとのことです。もともと流入河
川の流域が広く富栄養湖であった所へ，昭和30年代より工場や家：庭，旅館等からの汚水
による富栄養化が一層進んできて，年によってはアオコが大量に発生し，夏には悪臭が
ひどく，大量の魚が死亡することもあるといった状態になったと申します。今では公共
下水道の終末処理場を設置して，湖水浄化に努めているようですが，恐らく21世紀前半
は，もとの美しい湖に還ることは難しいのではないかと思われます。
　また先日のNHKのテレビによりますと，長さが東京から大阪までに相当する程巨大
で，透明度40〃mを誇っていたシベリアの青い瞳バイカル湖すら，次第に汚染が進みつつ
あるとのことであります。フロンや炭酸ガスによる大気汚染，あるいは酸性雨をはじめ
海洋汚染等，あらためて申すまでもないことではありますが，自然環境の汚染と破壊は
人類の生産活動と生活活動によって，地域規模は勿論，グローバルな視点から見ても，
着実にしかも次第に深刻さを増しております。
　豊かさや便利さ快適さは，常に人類の夢とするところでありますが，それが結果的に
は，人類の生存の上で最も大切な基盤である地球環境を，破壊することになっているこ
とを，常に認識しながら，一人一人が自戒しつつ，生活しなければならぬことを銘記す
べきであると思います。
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　生産活動や生活活動に伴って廃出される廃棄物が，人為的処理を施さなければ，次第
に広く拡散し，同時に薄められてゆくことは，熱力学的に見ても自然の理と申せます。
その総量が自然界の浄化能力を越えた場合，これを濃縮して処理しようと思えば，膨大
なエネルギーと経費を要することは，かつての水島の石油流出事故対策に，数100億円
の経費がかかったという，身近な事例を見ても明らかでありましょう。
　この点から見ても，廃棄物処理は出来るだけ発生源に近いところで行なわれなければ
なりません。
　大学の使命とする教育研究を実施する上でも，各種の廃棄物が日々排出されておりま
すが，この処理を適切に行なうことは，教育研究機関としての大学にとって，社会に対
する大きな責務であります。この点を教職員及び学生を含めて，岡山大学の一人一人が
深く理解され，大学における日々の活動のなかで細心の注意を払って下さるよう，願っ
てやみません。
　御承知のように昭和47年に水質汚濁防止法が改正されて，大学も特定施設として排水
規制を受けてきました。岡山大学ではこれに先立つ，昭和46年に’公害防止対策委員会が
設置され，重金属廃液等の実験室での処理指針を定める等，活動をしてきましたが，同
50年特殊廃液処理施設が設置され，その後52年に有機廃液処理施設が設置されたのを機
に，岡山大学環境管理施設として整備してきました。その後，COD総量規制に対応し
て，津島キャンパスの排水系が昭和57年から3力年計画で整備されるに伴い，従来の無
機及び有機廃液処理に加えて，実験洗浄及び生活排水系の管理を含めて，4部門を有す
る現在の岡山大学環境管理センターに組織変更して，今日まで本学の排水処理や管理に
当たってきました。
　この間，前任のセンター長である工学部高橋照男教授，現センター長である薬学部篠
田純男教授をはじめ各部弓長，センター専任の教職員の方々や各部局の関係教職員の方
々の，熱意と努力によって，本環境管理センターの業務の遂行のみならず，教職員や学
生に対する啓蒙や情報提供等が行なわれてきました。まさに本環境管理センターが，岡
山大学の教育研究を，舞台裏から支える裏方としての大切な役割を果たしてきたと言っ
ても，過言ではないと思います。ここに改めて関係者の日々の御苦心，御苦労に対し，
深甚な敬意と感謝の意を表する次第であります。
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　センターの廃液処理設備は，無機，有機廃液共，設置以来長年にわたって活用してき
たため，老朽化が激しく，ことに有機廃液処理施設は深刻な状態になっており，その補
修に毎年多額の費用を投入しております。また大学の改組拡充等のため，教官ならびに
学生数も増えて来ており，廃液処理量も年々増加の一途をたどっております。そのため
大学としても，まず有機廃液処理施設の更新をと，毎年概算要求をしてきておりますが．
現在文教施設の予算全体がきわめて乏しい状態にあり，現在のところ見通しが立たぬ状
態にあります。そのため，残念ながらセンターの関係者各位にも，一層大きな御苦労を
かける結果になっております。
　大学としても今後，更新実現のため種々の手立てを講じて，引き続き努力してゆくつ
もりでおりますが，学内各位におかれましても，出来るだけ廃液排出前に適切な処理を
とられ，センターの負担の軽減に御協力と御支援を下さるよう，お願いする次第であり
ます。
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